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H24年度の
事業概要・計画

H25年度の事業計画

　対象（誰・何に対して行う事業ですか）

項
7

　意図（活動により対象をどのような状態にしたいのですか）

イベント経費の一部を助成することで、地域のコミュニティーとして機能していた商店街等を再度活性化させる。

平成２４年度　実施計画作成・事務事業評価（事後評価）シート

商工労政課 336内線

実施計画
１　基本事項

揚松智幸部等名 産業振興部 課等名 記入者名
事務事業名

出水市商工業団体等振興事業補助金交付要綱

商業の振興

商店街振興事業

1

平成

細目
根拠法令・条例、関連計画等

1

事業期間

施　　策

細 施 策

恵まれた地域資源を生かした多様な産業が躍進するまちづくり

　予算細々目名

魅力ある商業空間の形成

平成

目会計 款

年度年度18

総合計画上の
位置付け

2出水地域（商店街活性化イベント補助）

手段（対象に対してどのような活動を行うのですか）

「やる気のある」商店街等が独自にイベントを開催する経費の一部を助成し、従来あった地域のコミュニティー機
能を活性化させる。

商店街等イベント助成
①　早馬ふるさとﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ
　早馬通り会（明神町公園）
　舞踊大会・ｶﾗｵｹ・子供御輿
　補助額　　　　100,000円
②　ぐいぐい祭り
　川端通り会（公会堂）
　ﾊﾞﾝﾄﾞ演奏・抽選会等
　補助額　　　　100,000円
③　まち中ギャラリー
　栄町商店街（空き店舗）
　小学生夏休み工作等の展示
　通り会の中の空き店舗
　補助額　　　　98,000円

４通り会のイベントを予定
　早馬通り会
　川端通り会
　栄町商店街
　中央商店街

H24年度事業の継続 H25年度事業の継続

H26年度の事業計画

1

３　事務事業の概要

２　事務事業の目的（何のためにするのですか）

商店街等の活性化を図るイベントに対し経費の一部を助成する。
補助率1/2（上限：１団体あたり１００千円）

それぞれの商店街
（申請は出水商工会議所）

４　事務事業の対象・手段・意図

H23年度の事業概要
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※　活動指標・・・事業内容を示す数値（ボランティア講座開催回数、道路整備延長距離など）
※　成果指標・・・施策・事務事業の目的達成度を示す数値（ボランティア実施者数、渋滞緩和率など）

□ 拡大 ■ 継続 □ 改善
□ 統合・縮小 □ 廃止・休止

□ 拡大 ■ 継続 □ 改善
□ 統合・縮小 □ 廃止・休止

□ 拡大 ■ 継続 □ 改善
□ 統合・縮小 □ 廃止・休止

2480 4000

304 4 4

60004000

区分
最終目標

年度

事務事業評価（事後評価）

実績 目標値

１　指標の推移

イベント参加者

26年度
目標

24年度

4000

目標
23年度

高齢化及び後継者不足により休眠しているような通り会に、商工団体（会議所青年部など）が手助
けをするなどの策がとれたら成果は向上すると考える。■ あ　る

指 標 名 単位

団体 3イベントの開催

目標

　今後の方向性（総合評価）

①

②

人

地域のコミュニティー機能を充実する目的としては十分であると考える。しかし、市内外からの交
流人口増加を目的とすれば、広報等今以上の助成が必要ではないかと考える。いいえ

そ
の
他

　他の市町村では実施している事業ですか（県内の他市の状況等を具体的に記入してください）

鹿児島市（32,298千円）：鹿屋市（3,000千円）：指宿市（1,000千円）：日置市（1,000千円）
霧島市（3,000千円）：南さつま市（3,400千円）

今以上のコスト削減は、自己負担をさらに増やすことになり前記したような状況になりかねない。

■ 

□ あ　る

　類似事業の有無と統合の可能性はないですか（市以外の取組含む）効
率
性

■ は　い 理由

6

４　今後の方向性、改善案等（二次評価）

　方向性の理由、改善案等

各小規模の地域における本来コミュニティーの場となる商店街を活性化
させるには、各々の地域における特色を出すイベントは必要であると考
える。

一次評価と同様に継続とする。なお、商店街等のより一層の活性化を図
るイベント内容を検討する。

■

　成果指標を下げずにコスト削減の余地はないですか
（成果指標がない場合は、単純にコスト削減について記入してください）

■ な　い 理由

□ 

な　い 理由

夏祭りなど旧行政区域でのイベントはあるが、それ以外ではない。
□ あ　る

　市と受益者との負担割合は妥当ですか（受益者負担がある場合に記入してください）

二次評価と同様に継続とするが、より多くの市民の参加が見込めるよう
な取組の推進に努める。また、高尾野・野田地域の商店街等が行うイベ
ントに対しても助成する必要がある。

　廃止・休止した場合の影響はありますか

な　い

２　評　　　価

成
果
指
標

活
動
指
標

25年度

②

理由

①

有
効
性

　成果指標又は実施計画の意図を向上させる余地はないですか

５　今後の方向性、改善案等（最終評価）

　今後の方向性（総合評価） 　方向性の理由、改善案等

　今後の方向性（総合評価） 　方向性の理由、改善案等

３　今後の方向性、改善案等（一次評価）

理由

現在継続して実施している「早馬通り会」や「川端通り会」の自己負担が増え、平成２３年度から
取りやめた「新町通り会」のように廃止する団体が出て、今以上に地域が疲弊すると思われる。□ な　い

□ 

あ　る


